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令和 5 年 8 月 31 日 

 
Tel：06-6697-6222 

 

大阪市立自然史博物館 

「ホネホネサミット２０２３」を開催します 

 

大阪市立自然史博物館では、「ホネホネサミット２０２３」を令和 5 年 10 月 21 日（土）、22 日

（日）に開催します。 

ホネホネサミットは、博物館や大学などを舞台に骨格標本を作製している団体や個人、その他さ

まざまな形で骨格標本づくりに関わっている人たちの交流を大きな目的として、それぞれが作った

標本を展示したり、活動内容を紹介したりします。また、イベントとして一般の方々にも来場いた

だき、骨の魅力や動物の死体を標本として残すことの意義を多くの人に知ってもらう機会にもした

いと考えています。 

ホネホネサミットを主催する「なにわホネホネ団」は 2003 年、大阪市立自然史博物館の研究サ

ークルとして活動を始めました。主な活動は、博物館に集まった動物の死体を、博物館で保存する

ために標本化することです。その他に各地のイベントにも出掛け、動物の死体を標本として残すこ

との意義を普及してきました。 

大阪でのホネホネサミットは、2009 年、2011 年、2014 年、2017 年に続いて今回が 5 回目の開

催となり、過去の各回の来場者は１日数千人に及びます。このイベントが、今後さらに各地の骨の

標本製作集団の活動を活性化させるきっかけになればと考えています。 

 

■開催概要 

１．名  称：「ホネホネサミット２０２３」 

２．期  間：令和 5年 10月 21日（土）、22日（日） 

３．開催時間：9時 30分～17時（両日とも入場は 16時 30分まで） 

４．会  場：大阪市立自然史博物館 ネイチャーホール(花と緑と自然の情報センター2階）ほか 

〒546-0034  大阪市東住吉区長居公園 1-23（長居公園内） 

TEL：06-6697-6221 FAX：06-6697-6225 

HP： https://www.omnh.jp/ 

Osaka Metro 御堂筋線「長居」下車３号出口・東へ 800ｍ 

JR阪和線「長居」下車東出口・東へ 1000ｍ 

５．入 場 料：無料（自然史博物館常設展の観覧には入館料が必要） 

６．主  催：大阪市立自然史博物館、なにわホネホネ団、認定特定非営利活動法人大阪自然史セ

ンター 

 

 

７．開催内容 

◆ブース展示（両日とも開催） 

出展者による活動紹介や標本などの展示、ホネをテーマとした参加体験型の企画など。 

同時資料提供 
大阪科学・大学記者クラブ 
大阪教育記者クラブ 
南大阪記者クラブ 
関西レジャー記者クラブ 

報道発表資料 
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◆講演プログラム 

●招待講演会「クジラの歌を聴け！ -海の哺乳類が教えてくれること-」 

 海を生活の拠点としながら、我々と同じ哺乳類であり続けているのが、クジラ・イルカの鯨

類、アシカ・アザラシの鰭脚類、ジュゴン・マナティの海牛類とラッコとホッキョクグマで、海

棲哺乳類と総称します。彼らは、同じ海洋にいる魚類や貝類よりも我々と近い動物で、彼らを知

ることは我々自身を知ることにもつながります。そんな彼らが海岸に打ち上がるストランディン

グという現象が国内では年間３００件発生しています。それを調査していると、我々人間が彼ら

や海洋環境に多大なる迷惑をかけている現状も目の当たりにします。彼らと共に歩む未来には何

が必要で何が欠けているのでしょう？その答えは我々の中にあるはずなのです。 

 ・日 時：10月 21日（土） 13時 30分～15時 

 ・会 場：自然史博物館本館 講堂 

 ・参加費：無料（ただし自然史博物館入館料が必要） 

 ・講 師：田島木綿子（国立科学博物館） 

 

●ホネホネ☆発表会 

 出展者が、骨標本作りや皮むきの技や道具などのノウハウ、骨を使った教育プログラムや活動

展開を紹介します。 

 ・日 時：10月 22日（日） 13時～15時 

 ・会 場：自然史博物館 ネイチャーホール(花と緑と自然の情報センター2階） 

 ・参加費：無料 

 ・発表者：板橋区立教育科学館 クワちゃんラボ、荻野慎諧、シャレコーベミュージアム、な

にわホネホネ団、標本士ミノル、丸山啓志ほか 

 

 

８．出展者：北海道から沖縄県まで、日本各地の骨関連の４０団体・個人（予定） 

あくあぴあ芥川（高槻市立自然博物館）、板橋区立教育科学館 クワちゃんラボ、牛の博物館 標

本づくり自主練習有志、うとりじま（烏鳥島）、海のホネグミ、岡山理科大学 環境考古学研究会、

小木曽チエ、荻野慎諧、香川動物ラボ、神奈川県立生命の星・地球博物館 鳥類ボランティア、木

嶋健志、北の骨探求者たち（えぞホネ団 Sapporo・北大ホネボランティア・アスミス）、京都大学地質学

鉱物学教室古脊椎グループ、高知みらい科学館、光明学園相模原高等学校 理科研究部、cocoro、

佐々木蒼大、認定特定非営利活動法人四国自然史科学研究センター、シャレコーベミュージアム、

主婦と骨、素人魂～特濃魚汁～、STUDIO D’ARTE CORVO、駿河ほねほね団、田辺高憲、東京海洋大

学 鯨類学研究室 中村玄・吉本アートファクトリー、とがくしぼうけん団（旧：戸隠解剖団）、

豊橋市自然史博物館、とらふずく、名古屋大学博物館、なにわホネホネ団、標本士ミノル、福井市

自然史博物館脊椎動物骨格標本作製ボランティアグループ「ホネ部」、一般社団法人 富士ストラ

ンディングネットワーク、プロジェクトとっかり、骨のある部屋、丸山啓志（千葉県立中央博物館）、

名城大学附属高等学校自然科学部、盛口満、野生鳥獣研究所 けものら、谷戸 崇（50音順） 
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９．問合せ 

◆イベントに関するお問い合わせ  

大阪市立自然史博物館内 ホネホネサミット事務局（担当：和田／西澤） 

TEL：06-6697-6222 FAX：06-6697-6225 

「ホネホネサミット２０２３」公式 webサイト https://www.omnh.jp/wada/hone2023/ 

 

◆広報および広報用画像に関するお問い合わせ 

 大阪市立自然史博物館 総務課 広報担当 山上（やまがみ） 

 〒546-0034  大阪市東住吉区長居公園 1-23 

 TEL：06-6697-6222  FAX：06-6697-6225  MAIL：k-yamagami@ocm.osaka 

 

 

 

■広報用提供写真 ※画像は過去の開催時の様子です 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．展示コーナーの様子 ２．展示コーナーの様子 

３．展示コーナーの様子 ４．ポスター展示コーナー 


